
道南・恵山（６１８ｍ）　　山行記録

山行日 Ｈ３０年１０月２０日（土）

山行形式 日帰り登山　ホテル恵風登山口　十三曲コース

参加者 山岸リーダー 後藤、及川、伊藤、小山内、水江、津川、増川、小笠原、相馬

計１８名 藤木（晴）（たか）、西田（芳）（昌）、太田、澤田、近藤、門馬

天候 晴れ　微風　　

行程時間 （行き）　伊達道の駅　６：４５、→椴法華Ｈ恵風P着　１０：０５→登山（下記山行時間）

（帰り）　椴法華Ｈ恵風P場発　１６：００→伊達道の駅解散　１９：３０

（山行時間）

場所・状況・行動
ﾎﾃﾙ恵風登山口　登山開始
権現堂コース分岐
恵山頂上
昼食
下山開始
権現堂コース分岐
登山口着　（入浴はＨ恵風）
登り　２：２０分
下り　１：３５分

（記）　西田

登山Ｈｒ
15:05

13:30
14:10

12:50
～

時刻
10:30
11:45

８，９月は台風などの天候不順により、多くの山行が中止になった。１
０月に入り、穏やかな天気が続くようになり、大雪や十勝の道東の山々に
は初冠雪が聞かれる今の時期は、暖かい道南の山々が魅力的で、四年
振りとなる恵山に向かった。登山口となる椴法華村のホテル恵風は岬の
先端に有りやはり遠い。早朝の出発でも１０時半の登山開始となった。空
は青空快適なスタート。

権現堂コース分岐からは、一転して荒々しい火山岩、火山礫、奇岩の曲りくねった登山道を登ると高度感ある頂上。
山と海の展望は素晴らしい。「ごらんあれは竜飛岬 北のはずれと・・・・津軽海峡△景色」と"〇"さん歌っていました。

入口から明るい広葉樹林の中、１キロ程歩くと旧道に出る、駐車場が狭い為、今は使用されていないとの事。その
先に十三曲コース看板が有り少し急な斜面に取り付く。つづら折りを数えながら登るにつれ、前には紅葉、後ろには
海の青さと、素晴らしい眺望を楽しみながら登る。十三曲がりが終わると傾斜も緩くなり、恵山をバックに紅葉の林
が目の前に広がる。そこで山岸リーダー「山が燃える―」と一声。少し元気がなかったのは異常気象のせいか。

いまいちの紅葉でしたが・・十三曲コース取付き 振返ると噴火湾の青い海

恵山 Ｈ恵風前駐車場

登山道入り口 ツツジの花が咲いていた

山頂迄は火山の岩山
小山内さん山頂標識ゲット あれが竜飛岬・・津軽海峡


